
88

デジタル技術で進化する鉄道システムF E A T U R E D  A R T I C L E S

日立の鉄道事業における
OS&Mビジネスの展望

Edoardo La Ficara
Michele Budetta
Piero Marotta
Gianluca Guido

2018年に新たな鉄道事業のビジョンが提示されてからおよそ2年を経て， 日立の鉄道ビジネスユ
ニットは，鉄道のOS&M（運用・サービス・保守）市場のニーズの変化に対応し，デジタル技
術を活用して製品とサービスの統合を加速するべく， OS&M部門を再編した。
新しいOS＆M部門は，車両機器および信号設備向けのS＆M（サービス・保守）事業と，ター
ンキー，信号設備，車両，ビル，施設を含むO＆M（運用・保守）事業のリソースと活動をグ
ローバルに統合した組織である。OS＆M部門は地域の営業部門およびプロジェクト部門と緊密
に連携することで顧客向けの窓口を一本化し，フルサービスプロバイダーとしての取り組みを強化
している。

1. はじめに

日立の鉄道事業の再編は，2015年のAnsaldo Breda 
S.p.A.およびAnsaldo STS S.p.A.の買収によって始まっ
た。2社の買収を通じて製品およびサービスのポート
フォリオを拡充することで，日立は信号・ターンキー，
交通管理システムの能力を増強し，2019年，鉄道BU
（Business Unit）は組織変革に向けた調査に着手した。
その結果，OS＆M（Operation Service and Maintenance：
運用・サービス・保守）部門を一つの組織に統合するこ
とにより，大きなメリットが得られることが分かった。
統合によって顧客に提供できる製品やサービスの幅が広
がり，地域間の連携を強化するとともに，地域を越えた
企業文化を醸成することができる。さらには，市場を牽
（けん）引する企業やその他の競合他社と足並みをそろえ

ることで，収益性を高めることができるという可能性が
示されたのである。
本稿では日立の新たなOS&M部門の概要と，同部門が
世界各地で実施している主なプロジェクトについて紹介
する。また，高速かつクリーンな鉄道への需要に応えて
いくための将来的な課題についても考察する。

2. 統合されたグローバルな組織へ

新しいOS＆M部門は，グローバルな事業開発，入札，
販売，プロジェクト管理，調達，品質管理，保全エンジ
ニアリングなどの部署から成る。これらの部署はOS&M
部門全体のグローバルな運用をサポートしつつ，国や地
域ごとのローカル市場でのサービス展開を管理する
（図1参照）。
新たなOS＆M部門の基本方針は，以下のとおりである。
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（1）営業およびプロジェクト管理におけるグローバルな
リーダーシップの発揮
（2）顧客志向のプロジェクト遂行に向けたローカルな
リーダーシップの発揮
（3）OS＆MプロバイダーとD＆B（Design and Build）
チーム間のE2E（End to End）の連携
（4）プロジェクトベースの組織によるO＆M（Operation 
and Maintenance：運用・保守）およびS＆M（Service 
and Maintenance：サービス・保守）の遂行
（5）RS（Rolling Stock：車両）およびS&T（Signal and 
Turn-key：信号・ターンキー）のエキスパートを加えた
統合組織下における，ローカルなO＆MおよびS＆Mのリ
ソース管理
（6）地域のリソースを使用した調達，サプライチェーン，
品質管理，エンジニアリングによる効率化と標準規格お
よびプロセス統合の推進

2.1

OS&M市場の概観と展望

日立の鉄道BUは世界各地で大規模なプロジェクトを
次々と展開しており，OS＆Mの対象製品と事業エリアは
多岐にわたる（図2参照）。目下の重要な課題は，新興市
場で新たな商機を見いだし，他社買収によって得られた
ノウハウと新たなOS&M部門を通じて事業シェアを拡

大することである。
O&M市場では，車両および信号の分野とは異なり，コン

トロールセンターの運用，運賃の徴収，施設管理，インフ
ラ保守，駅の運用，カスタマーケアといったコアサービス
の提供がより重視される。サービスの展開の幅が広いとい
うことはすなわち，競合他社の数が多いということでもあ
る。競合企業は主に以下の三つのカテゴリーに分類される。
（1）O＆Mに特化したグローバルオペレータ
国際的に事業展開する大手オペレータで，世界各地の
バス，地下鉄，路面電車，通勤鉄道網の運用および保守
を担う。
（2）車両およびシステムプロバイダー
車両製品および契約のほかに保守サービスも提供する。

（3）サービスプロバイダー
グローバル企業または地元の企業で，保守サービスを
中心に提供する。
これに対し，日立のOS＆M部門は，革新的な無人運転

（GoA4：Grades of Automation 4）メトロプロジェクト
と，これまでに培ってきた信号システムおよび車両保守
サービスを二軸として，O＆M市場におけるプレゼンス
の強化に取り組んでいる。また，デンマークのコペンハー
ゲンメトロとサウジアラビア・リヤドのプリンセスヌー
ラ大学向け自動運転メトロシステムのO&Mの経験が，
リヤド・メトロ3号線～6号線，ペルーのメトロ・デ・リ

OS＆M COO

運営 ・ 実務

業務改革

OS＆ 副COO

BMO & PMO

アジア ・ 太平洋北米中南米中東 ・ アフリカ英国北欧 ・ 中欧 ・ 南欧

設計

調達

品質管理

プロジェクト管理
O&M

営業 OS&M および
プロジェクト管理

S&M

フランス ・
アフリカ北部

図1｜グローバルOS&M部門の組織モデル
日立の鉄道事業における再編後のOS&M部門の組織図を示す。

注：略語説明
COO（Chief Operating Offi  cer），OS&M（Operation Service and Maintenance），BMO＆PMO（Business Management Offi  ce and Project Management Offi  ce），
O&M（Operation and Maintenance），S&M（Service and Maintenance）
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マ2号線，4号線，米国・ハワイ州のホノルルLRT（Light 
Rail Transit）プロジェクトなど，多数の無人自動運転メ
トロシステムの開発に生かされている。
さらなる成長を促進するため，日立のOS＆M部門は車
両，信号，ターンキーを提供できる類まれなオペレータ
という長所を生かし，日立の車両以外の車両保守，高速
路線・モノレールの運行，オープンイノベーションへの
投資を進めている。これにより，新たな市場や地域での
商機が得られると考えている。

2.2

フリートKPIの継続的改善

O＆Mなどの市場構造の変化により，鉄道BUもまた改
善が求められている。鉄道BUは新しい事業構造の下，顧
客の事業環境に合わせて中核業務の方向性を見直し，実
績報告，ガバナンス，情報分野での連携を強化したいと
考えている。これらの課題に関するOS＆Mの取り組みを
以下に示す（図3参照）。

ATW Class 800
57 編成－369 両 

GWR Class 802
36 編成－218 両 

LSER Class 395
29 編成－174 両 

ASR Class 385
61 編成－204 両

ATE Class 800/801
12編成－108両

TPE/HT Class 802
24編成－120両

AEMR AT300 SXR Bi
33編成－165両

ETR 1000
50 編成－400 両 

Sirio フィレンツェ（1,2,3）
46 編成 - 230 両 

ETR 700
17 編成－136 両 

ジェノバ 
7 編成－28 両 

ETR 500
59 編成 

ミラノ Leonardo 
72 編成－432 両 

Rock - Caravaggio
300 編成

ローマ Linea C
13 編成 －78 両

CDPTR （DC， TC）
706 両

台北
17 編成－68 両

リヤド O&M 
60 編成－300 両

コペンハーゲンCR O&M 
24 km， 23 駅

マドリード
60 編成－300 両 

マドリード－レリダHSL
500 km， 56駅

マイアミ
68 編成－136 両 

ホノルル O&M
32 km， 21駅

ホノルル
20 編成－80 両 

TSR （3,4）
114 両

図2｜世界の主なOS&Mプロジェクト
日立の鉄道BU（Business Unit）は，世界各地で多数のOS&Mプロジェクトを展開している。

注：略語説明
ATW（Agility Trains West），GWR（Great Western Railway），LSER（London and South Eastern Railway Limited），ASR（Abellio ScotRail），ATE（Agility Trains East），
TPE（TransPennine Express），HT（Hull Trains），AEMR（Abellio East Midlands Railway），ETR（Elettro Treno Rapido），HSL（High-speed Line），CR（Cityringen），
CDPTR（Carrozze Doppio Piano Trasporto Regionale），DC（Distribution Center），TC（Transfer Center），TSR（Treno Servizio Regionale）

1

徹底的な顧客志向
顧客のニーズと求める品質に合わせて，
組織の意識と文化を切り換える。

KPIの修正
KPI指標を拡大し， 目標とする行動と
改善を促進する。

顧客の期待を超える，
卓越したオペレーション

稼働率の向上， 保全基準への準拠，
優れたフリート管理

製品のライフサイクル全体にわたる
安全な運用， エンジニアリング規格への
準拠， 信頼性の向上

保守の削減， ライフサイクルコストの低減，
保守要件を満たす設計のサポート

資産管理能力の開発
保守， 改修，信頼性向上， イノベーションおよび
変革をサポートする， グローバルガバナンスと
管理システムを実現する。

システム統合
デジタルソリューションとプロセスの統合により，
事後保全から一歩先を見据えた予防保全にシフトする。

2

3

4

図3｜KPI改善に向けたOS&Mのアプローチ
O&M市場の変化に対応するべく，鉄道BUが改善に取り組む四つのポイントを示す。

注：略語説明
KPI（Key Performance Indicator）
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2.3

Lumadaを活用した保守による
ライフサイクルコストの削減

押し寄せるデジタル化の波により，OS&M市場におい
ても，IoT（Internet of Things），CBM（Condition Based 
Maintenance），予防保全，データサイエンスを抜きに
サービスを提供することはほぼ不可能な状況となってい
る1），3）。2019年の鉄道事業部門の統合により，OS＆M部
門は，S＆Mの技術領域を再編成して，システム分野の
コンピテンスにデータサイエンスやITのノウハウを組
み込むことが可能になった。
これに際し，OS＆M部門では，データおよび診断ルー
ルのロードマップを開発した。このロードマップに従っ
て部品使用率を評価するとともに，点検手順を自動化し，
処方的な保全・整備に関する情報を与えることで，保守
の最適化を実現する（図4参照）。これにより，ライフサ
イクルコストを削減し，顧客やサプライヤとの連携を強
化できる。また，英国で実施されたITフリートに関する
最近の分析では，パンタグラフ，HVAC（Heating Ventilation 
and Air Conditioning），バイモード車両に設置された発
電ユニットのメンテナンスを大幅に削減できると予測さ
れている。
OS＆M部門は，Lumadaやビッグデータ，GPLM

（Global Product Lifecycle Management）などのさまざ
まなテクノロジーを活用しているほか，Project Phoenix

という共通監視プラットフォームを開発し，2019年より
運用を開始している。このプラットフォームでは，英国
およびイタリア市場向けに以前開発された主要設備監視
機能をOS＆Mに統合し，2021～2022年にかけてCBM機
能を最適化する予定である。

2.4

サプライチェーン管理の強化

OS＆M部門ではサプライチェーン業務を最適化し，さ
まざまな地域で最適な対応を取るべく，日立のグローバ
ルオペレーションと現地調達を促進している。鉄道BUの
収益を支えるOS&M部門のサプライチェーンは，十分な
インテリジェンスと機敏性を備え，短期の故障修理に対
応しながら，オーバーホールや部品改修，倉庫業務など
のより長期的な活動を通じて，費用に見合う価値を創出
するものでなければならない。
これを実現するべく，2019年2月，OS＆M部門とRS部
門の再編成にあわせて専任のOS＆M調達部が設立され，
購入，契約，注文処理を担当している。協創と業務標準
化の推進に重点を置くため，グローバル調達部門とは緊
密な関係を維持している。組織再編の完了に伴い，OS＆
M部門の調達活動およびサプライチェーンの焦点は，最
新のデジタル技術を通じた在庫管理，潜在的なインソー
シングの機会の特定に移った。
OS＆Mのサプライチェーンは時間の経過とともに変

・ 設備計画， 保守， サービスのスケ
ジュール作成に関する意思決定の
自動化／半自動化

・ ビッグデータアナリティクスによる，
他の要因が設備利用， 障害， 故障
に与える影響の理解・ ビジネスインテリジェンスレポート， 

資産利用動向を示すダッシュボード
とKPI

・ 故障や運行ロスを強調する
アラーティング・ データ収集

・ イベント履歴に基づく
レポーティング 

・ 将来的な需要と保守を予測する
アルゴリズム
・ 将来的な経営意思決定と長期計画に
役立つ高度なレポーティング

・ 設備利用予測， 設備管理計画
および最適化

処方的解析
予測的解析

記述的解析

データレポーティング

使用履歴に基づく設備の最適化 期待値に基づく事前の最適化

図4｜OS＆Mによる予防保全およびデータ活用のロードマップ
使用履歴に基づき部品の使用率を評価するとともに，点検手順を自動化し，処方的保全および整備活動の情報を与えることで，保守の最適化を実現する。
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容し，データを活用して再注文および倉庫業務ソリュー
ションの管理における課題を抽出する。むだの削減や在
庫コストの最適化は，今後の営業活動や入札の際にも役
立つものと考えられる。
また，修繕に必要な部品などを自社で製作するか，購
入品を用いるかについては，修理時間を短縮するための
現地生産化から保守全体を請け負う案件まで，特に市場
が成熟していない地域で，複数の取り組みが進行中であ
る。O&M部門は引き続き，特に英国のIEP（Intercity 
Express Programme）などの全面的に保守を請け負うプ
ロジェクトに関して，引き続きグローバル調達部門と緊
密に協力していく。人財を長期的に開発し，各サプライ
ヤと連携することで，自社製品と購入品の最適なバラン
スを取ることが重要である。

3. おわりに

日立の鉄道事業のOS＆Mの変革は，組織の再編から始
まった。OS＆M部門は今後，交通システムの保守サービ
ス市場における大量輸送システム運用経験の活用，設備
管理分野を牽引するデジタル技術の開発により，フル
サービスプロバイダーとしての立場を固めていく計画で
ある。

執筆者紹介
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